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１．はじめに  

 現在、踏切での慢性的な交通渋滞の解消と輸送力増強を目的として、

小田急電鉄小田原線代々木上原駅から梅ヶ丘駅までの約 2.2km において、

地下複々線化工事を進めている。当現場は、梅ヶ丘駅付近の端部（第 5

工区）に位置しており、小田原方から新宿方に向かって、掘割形式で地

下に下り、ボックスカルバート躯体へと接続する全長約 450m の開削工事

である。本報文では、踏切部地中連続壁の施工にあたって採用した TMX

工法の施工実績について報告する。 

２．TMX 工法の概要  

 TMX 工法は、0.45m3バックホウクラスのベースマシンとコンパクトな

水平多軸掘削機から構成されている地中連続壁工法である。写真-1 に

マシン全景、図-1 に従来の路下施工に用いてきた低空頭タイプの BMX

連壁機との比較図を示す。狭隘な都市部での連壁施工を対象に開発され

た本工法は、鉄道や道路近接での施工、あるいは路下での施工において、

非常に高い施工性を有しており、都市部の施工環境に配慮した新しい連

壁工法である 1)2)。 

３．施工条件 

 本工事では、図-2 の施工平面に示すように施工エリア条件に合わせ

て２種類の連壁掘削工法を使い分けており、一般開削施工部では低空頭

BMX 工法、狭隘な立坑部並びに踏切などの路下施工部ではコンパクトな

機体が特徴である TMX 工法を採用している。次に、図-3 にエレメント割

付を示す。BMX 掘削機と比べてエレメントは小さく、掘削幅 2.4ｍ、掘削

厚 0.75ｍに対し、ラップ長は 300mm とすることで確実なジョイントを得

る設定とした。図-4 に連壁施工標準断面を示す。掘削地盤は下層に堆積

したN値50以上のよく締まった極密な細粒分質砂及び固結シルトとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.施工平面                  図-4.連壁標準断面        
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写真-1.TMX マシン全景 

図-1.連壁工法比較 
 

図-3.エレメント割付 
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４．施工実績  

 従来の路下連壁は、低空頭の機械でも通常の１～２段切梁間程度の内

空で施工するのは困難なため、先行地中切梁などの地盤改良、あるいは

高剛性の１次山留め壁や切梁が必要であったが、本工法では図-4 及び写

真-2 に示すように 4.0m 程度の内空高さがあれば施工が可能となった。

また、ベースマシン並びに掘削機が小型かつ軽量なことから、３ｍ覆工

板の開口でも投入が可能である。さらに、掘削機とベースマシンを自在

に角度がつけられるため、狭隘なスペースでも連壁掘削が可能となる点

も施工性向上に寄与している。ただし、掘削機はロッド継ぎのため、掘

削機を上下させるようなジョイント清掃が出来ないことや、

掘削機を極力コンパクトにした結果、地上に配置したサクシ

ョンポンプによる安定液循環となるため、大深度連壁の施工

は困難である。 

以上の施工技術特性を踏まえ、掘削能力について評価を行

った。まず、掘削精度に関しては、1/500 を管理基準値とし

て設定した。掘削深度 40ｍにおける掘削傾向としては、図-5

に示すとおり、TMX は掘削機を極力コンパクトにし、BMX 掘削

機のアジャストガイドのような姿勢制御機能を有していない

ため、BMX と比べて掘削精度がやや劣るが、ロッドによる削孔

精度の確保を前提として施工を行った。その結果、

図-6 のとおり、50m 程度の掘削は問題無く管理基

準値をクリアできることが確認された。  

次に、壁体として投入する泥土モルタル量から

掘削ふけ率を検討した結果を図-7 に示す。その結

果、先行後行に関わらず、ふけ率は 10％以内に収

まっており、通常連壁施工程度の結果となった。

ただし、２ガット１エレメントの施工部位に関し

ては、10～30%程度のふけ率を示す結果となっており、

先行エレメント側に過堀する傾向が得られた。 

５．おわりに 

 TMX 工法の採用により、路下連壁施工においては、従来工法と比べて、土

留め等仮設構造を補強することなく施工が可能となったことから、コストダ

ウン及び工期短縮を図ることができた。また、地上狭隘箇所においても、歩

行者や一般車両に圧迫感を与えることなく連壁施工ができるようになり、近

隣環境に与える負荷を大きく低減することが出来た。こうした施工機械のコ

ンパクト化は、都市部土木工事において新たな可能性を得るものと考えられ

ることから、今後も改良を図り、積極的な工法展開を進めていく所存である。 
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写真-2.路下連壁施工状況 

 図-7.掘削ふけ率比較 

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

0 10 20 30

ふけ率（%）

掘
削
深
度
（
m
）

発進立坑地上（先行）

発進立坑地上（後行）

到達立坑地上（先行）

到達立坑地上（後行）

到達立坑路下（先行）

到達立坑路下（後行）

２G１EL

２G１EL
２G１EL

図-7.掘削ふけ率比較 

図-5.掘削機（カッター）比較 

図-6 掘削精度比較 
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